
指標目標値（案）について

指標項目 目標値 設定理由 現状値

環境を保全する取組
を実践している人の
割合

基本的な環境保全の
取組※を一定以上実践
する人の割合が80％

概ね行動変容が定着
したと考えられる水
準

※省エネ、食ロス削減、ご
み減量等の基本的な取組

基本的な環境保全の
取組を一定以上実践す
る人の割合が65％

2031（令和13）年度 2026（令和８）年度

こどもエコクラブ登
録団体数

３3０クラブ 年間10件程度の増加 269クラブ

2031（令和13）年度 2025（令和７）年度

環境講座・環境イベ
ント等の開催数

2,000件 年間40件程度の増加 1,752件

2031（令和13）年度 2025（令和７）年度

指標項目 目標値 設定理由 現状値

「エコ事業所」登録
事業所数

3,270事業所 年間100事業所程度登
録

2,670事業所

2031（令和13）年度 2025（令和７）年度

「エコファミリー」
登録者数

39,104人 年間3,000人程度登録 21,104人

2031（令和13）年度 2025（令和７）年度

グリーン化（環境関
連産業の育成・集
積）関連

リサイクル技術の実
用化件数

累計６２件 年間２件増 累計50件

2031（令和13）年度 2025（令和７）年度
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指標項目 目標値 設定理由 現状値

温室効果ガス排出量
の削減率

省エネ関連

再生可能エネルギー
導入・利用関連

吸収源関連
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指標項目 目標値 設定理由 現状値

一般廃棄物の出口側の
循環利用率

26% 国の目標値以上となる
こと
（廃棄物処理計画）

21.3%

2030（令和12）年度 202３（令和５）年度

産業廃棄物の出口側の
循環利用率

46%
県の基準年度（令和７
年度）の数値以上とな
ること
（廃棄物処理計画）

45.6%

2030（令和12）年度 202３（令和５）年度

食品ロス発生量の削減

清掃活動への参加者数

市町村における災害廃
棄物に係る教育・訓練
の実施率

60% 国の目標値（60％）を
上回ること
（廃棄物処理計画）

17%

2030（令和12）年度 2024（令和６）年度

④

循
環
型
社
会
の
推
進

⑤

自
然
共
生
社
会

指標項目 目標値 設定理由 現状値

生物多様性の保全、
自然再興関連

生物多様性の持続可
能な利用関連

指標項目 目標値 設定理由 現状値

環境基準の達成率

・大気(SPM、NO2）
・水質(BOD、COD）
・DXN類（大気、公共

用水域水質、
公共用水域
底質、地下
水、土壌）

・騒音（航空機、新幹
線、自動車）

環境基準達成率の
向上・達成維持を図る

環境基準の達成率の向
上と達成した項目の達
成維持により、県内の
生活環境を保全

大気(SPM、NO2：100％）
水質(BOD、COD：
80.6％）
DXN類
（大気、公共用水域水質、公
共用水域底質、地下水、土
壌：100％） 
騒音
（航空機：73.8％、新幹線：
44.6％、
自動車：95.6％）

2031（令和13）年度
2024（令和６）年度

指標項目 目標値 設定理由 現状値

本県が行う環境に係る
国際協力・交流事業数

累計152件 年間５件程度を実施 累計122件

2031（令和13）年度 2025（令和７）年度

⑥

生
活
環
境
の
保
全

⑦

国
際
環
境
協
力

福岡県地球温暖化対策実行計画から引用

福岡県生物多様性戦略から引用

福岡県食品ロス削減推進計画から引用

事業検討中

福岡県総合計画から引用
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